
（こども未来局） 

1 

令和６年第４回定例会議案説明資料 

 

１ 議案第１２８号 工事請負契約について（千城台西保育所新築工事）……………………… P.3 

 

２ 議案第１３５号 指定管理者の指定について（千葉市少年自然の家）……………………… P.13 



 

2 



 

3 

１ 議案第１２８号 工事請負契約について（千城台西保育所新築工事） 

議案書４８ページ 

 

「公立保育所の施設管理に関する基本方針」に基づき、老朽化した千城台西保育所の建替えを行

うもの。 

 

１ 工 事 名 

千葉市千城台西保育所新築工事 

 

２ 施工場所 

千葉市若葉区千城台西２丁目２１番２（旧千城台西小学校跡地） 

  

３ 工事概要 

敷地面積  ３，３６０㎡ 

構  造  鉄骨造平屋建 

延床面積  １，１５７㎡ 

※ 定員 １１０人（３歳未満児 ３５人 ３歳以上児 ７５人） 

 

４ 契約方法 

指名競争入札 

 

５ 落札金額 

４９０，６００，０００円（税込） 

（予定価格 ４９８，８５０，０００円  落札率 ９８．３５％） 

 

６ 工 期 

契約締結日の翌日から４５０日間 

 

７ 請 負 者 

株式会社 カラカマ工務店 

代表取締役 唐鎌 功大 

住所 千葉市中央区川戸町４３１番地 
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８ 工事の全体スケジュール 

 

 
 

９ 今後の予定 

令和６年１２月 工事内容に関する住民説明会 

令和８年 ３月 新所舎完成 

令和８年 ５月 新所舎での保育開始予定 
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配 置 図 １ 
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配 置 図 ２ 
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完 成 イ メ ー ジ 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※基本設計時のパースの為、完成時と異なる箇所がございます 
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506-000525

備　　考

辞退白井興業（株）

辞退宮前建設（株）

辞退（株）ストラクス

辞退日幸建設（株）

辞退木村土建工業（株）

辞退（株）ヤオキ

辞退協進建設（株）

辞退千葉グローブシップ（株）

辞退藤旺建設（株）

辞退新日本建設（株）

453,000,000かしの木建設（株）

落札446,000,000（株）カラカマ工務店

490,600,000円契 約 金 額

業　　　者　　　名 入　　札（円）

開 札 日 時

落 札 人

令和 6年10月25日午前 9時35分

入 札 執 行
補 助 者

　契 約 課 長

議案第　　　号

落　札　率 98.35% 消費税及び地方消費税の相当額 44,600,000円

入　札　調　書
（公表用）

入札及び開札場所 契約課工事入札室

453,500,000円
（消費税を除く）

予 定 価 格

417,220,000円
（消費税を除く）

最低制限価格

千葉市千城台西保育所新築工事

千葉市若葉区千城台西２丁目２１番２工 事 場 所

工 事 名

入 札
執 行 者

備　　　考再度２回（円）再度１回（円）

（株）カラカマ工務店

１２８ 
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506-000525

備　　考

未入札五稜建設（株）

未入札検見川リフォーム工業（株）

未入札東海建設（株）

辞退（株）秀建

辞退達成工業（株）

辞退日本カレット（株）

辞退（株）佐久間工務店

辞退博興建設（株）

辞退鵜沢建設（株）

辞退（有）西川塗装店

辞退松栄建設（株）

　契 約 課 長

417,220,000円

契 約 金 額

（消費税を除く）

最低制限価格

辞退

備　　　考再度２回（円）再度１回（円）

（株）カラカマ工務店 490,600,000円

杉田建設（株）

千葉市千城台西保育所新築工事

千葉市若葉区千城台西２丁目２１番２工 事 場 所

工 事 名

入　札　調　書
（公表用）

辞退大塚建工（株）

入札及び開札場所 契約課工事入札室

453,500,000円
（消費税を除く）

予 定 価 格

業　　　者　　　名 入　　札（円）

開 札 日 時

落 札 人

令和 6年10月25日午前 9時35分

入 札
執 行 者

入 札 執 行
補 助 者

辞退（株）与志建設

辞退（株）伊藤工務店



11 

506-000525

備　　考

旭建設（株）

未入札池田工建（株）

　契 約 課 長

417,220,000円

契 約 金 額

（消費税を除く）

最低制限価格

未入札

備　　　考再度２回（円）再度１回（円）

（株）カラカマ工務店 490,600,000円

千葉市千城台西保育所新築工事

千葉市若葉区千城台西２丁目２１番２工 事 場 所

工 事 名

入　札　調　書
（公表用）

未入札（株）市原組

入札及び開札場所 契約課工事入札室

453,500,000円
（消費税を除く）

予 定 価 格

業　　　者　　　名 入　　札（円）

開 札 日 時

落 札 人

令和 6年10月25日午前 9時35分

入 札
執 行 者

入 札 執 行
補 助 者

未入札（株）ソウビ

未入札（株）山田工務所
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２ 議案第１３５号 指定管理者の指定について（千葉市少年自然の家） 

議案書５６ページ 

１ 施設の名称及び所在地 

（１）名 称  千葉市少年自然の家 

（２）所在地  千葉県長生郡長柄町針ケ谷字中野１５９１番地４０ 

 

２ 指定管理者の名称等 

（１）名 称  千葉ＹＭＣＡ・伊藤忠ＵＣグループ 

（２）代表団体 

ア 名 称 一般財団法人千葉ＹＭＣＡ 

イ 所在地 千葉市中央区富士見二丁目５番１５号 

ウ 代表者 代表理事 山添 仰 

（３）その他の構成団体 

ア 名 称 伊藤忠アーバンコミュニティ株式会社 

イ 所在地 東京都中央区日本橋大伝馬町１番４号 

ウ 代表者 代表取締役 深城 浩二 

 

３ 指定期間 

令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで 

 

４ 申請者数及び名称等 

（１）申請者数  １団体 

（２）申請者 

千葉ＹＭＣＡ・伊藤忠ＵＣグループ 

（構成団体） 

名 称 所在地 

一般財団法人千葉ＹＭＣＡ 千葉市中央区富士見二丁目５番１５号 

伊藤忠アーバンコミュニティ 

株式会社 

東京都中央区日本橋大伝馬町１番４号 

 

５ 選定経過 

令和６年７月１８日      第２回こども未来局指定管理者選定評価委員会開催 

６年７月２９日      募集要項・管理運営の基準等を公表 

６年８月２７日～９月２日 申請書受付 

６年１０月１５日     第３回こども未来局指定管理者選定評価委員会開催 

６年１０月１５日     こども未来局指定管理者選定評価委員会の答申を受理 

６年１０月３０日     指定管理予定候補者の選定 

６年１１月 １日     選定結果通知 

６年１１月２６日     指定管理予定候補者と仮協定締結
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６ 選定理由 

指定管理者選定評価委員会の答申における選定理由、以下「７（２）」と同様 

 

７ 指定管理者選定評価委員会の答申の概要・審査結果 

（１）指定管理予定候補者とすべき者 

千葉ＹＭＣＡ・伊藤忠ＵＣグループ 

（２）指定管理予定候補者の選定理由 

ア 提案内容を審査し、所定の審査項目について採点を行った結果、すべての項目について

募集要項及び管理運営の基準を満たしていると認められたこと。 

イ 現指定管理者としての実績から、引き続き、良好な管理運営が期待できること。 

ウ 新たな活動プログラムの提供に積極的に取り組んでいる提案であったこと。 

エ 決済方法として新たに電子マネーの対応を取り入れるなど、多様なニーズへの対応の工

夫がなされた提案であったこと。 

（３）審査結果 

団体名 得点（１７５点満点） 

千葉ＹＭＣＡ・伊藤忠ＵＣグループ １１２．２０点 

※ 詳細は別紙１－１のとおり 

 

８ こども未来局指定管理者選定評価委員会委員構成 

氏 名 役 職 備 考 

田村 光子 植草学園短期大学こども未来学科 特別准教授 会長 

三浦 基子 弁護士 副会長 

福澤 恵二 公認会計士  

末永 昇一 淑徳大学総合福祉学部 准教授  

加瀬 紗和 千葉市 PTA連絡協議会 副会長  
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９ 指定管理者の概要 

（１）各構成団体の概要 

構成団体 設立時期 資本金 従業員数 主な事業内容 

一般財団法人 

千葉ＹＭＣＡ 

昭和46年

11 月 5日 

－ 61 人 ・野外教育施設の運営 

・アフタースクールの運営 

・青少年の学習支援活動及び生涯学

習に関する事業 

・野外活動、軽度発達障害児の社会

性指導及びボランティア指導者養

成に関する事業 

・国際協力事業及び地域社会への奉

仕・協力・支援事業 

伊藤忠アーバン

コミュニティ

株式会社 

昭和57年 

3月 17日 

310,000千円 2,755 人 ・マンション管理事業 

・プロパティマネジメント事業 

・ビルメンテナンス事業 

・レジデンシャル運営事業 

・リニューアル工事事業 
 
（２）当該施設の管理実績 

別紙２－１及び別紙２－２のとおり ※指定管理事業の直近４年間の実績 

（３）その他の主な施設管理等の実績 

  ＜一般財団法人千葉ＹＭＣＡ＞ 

・千城台みらい小学校アフタースクール：R3.4～継続中 ※業務委託 

・坂月小学校アフタースクール：R5.4～継続中     ※業務委託 

・千城台東小学校アフタースクール：R5.4～継続中   ※業務委託 

 
 
＜伊藤忠アーバンコミュニティ株式会社＞ 

  ・千葉県立水郷小見川少年自然の家：H20.4～H28.3   ※指定管理 

・埼玉県立青少年野外活動センター：H23.4～H28.3   ※指定管理 

  ・倉敷市少年自然の家：R1.6～継続中         ※ＰＦＩ 

  ・千葉市新港学校給食センター：H22.10～継続中    ※ＰＦＩ 

 

 

 

【参考】債務負担行為補正額 

１ 限度額  １，４３２，６５４千円 

（単位：千円） 

年 度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11年度 

予算案 285,033 285,828 286,763 287,161 287,869 
 
２ 期間   指定予定期間と同様 



16 

平均点

1
(1) 管理運営の基本的な考え方 5 C 3 C 3 B 4 C 3 C 3 3.20

小計 5 3.20

2
(1) 同種の施設の管理実績 5

通算10
年以上

5
通算10
年以上

5
通算10
年以上

5
通算10
年以上

5
通算10
年以上

5 5.00

(2) 団体の経営及び財務状況 5 C 3 C 3 B 4 C 3 C 3 3.20

(3) 管理運営の執行体制 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(4) 必要な専門職員の配置 5 C 3 B 4 C 3 C 3 C 3 3.20

(5) 業務移行体制の整備 5 C 3 B 4 C 3 C 3 C 3 3.20

(6) 従業員の管理能力向上策 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(7) 施設・設備の保守管理の考え方 10 C 6 B 8 C 6 C 6 C 6 6.40

(8) 備品の調達・管理、清掃、警備等 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

小計 45 30.00

3  施設の適正な管理に
支障を及ぼすおそれ
がないこと。

(1) 関係法令等の遵守 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(2) リスク管理及び緊急時の対応 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

小計 10 6.00

4
(1) 入退所時間、使用時間及び休所日の考え方 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(2) 利用料金の設定及び減免の考え方 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(3) 施設利用者への支援計画 5 C 3 C 3 C 3 C 3 B 8 4.00

(4) 施設の利用促進の方策 10 C 6 B 8 B 8 C 6 B 8 7.20

(5) 利用者の意見聴取、自己モニタリングの考え方 5 C 3 C 3 B 4 C 3 C 3 3.20

(6) 施設の事業の効果的な実施 (25) (17.80)

①活動プログラム開発・提供 10 B 8 B 8 B 8 B 8 B 8 8.00

②展示施設の運営 5 C 3 B 4 B 4 C 3 C 3 3.40

③主催事業 10 C 6 C 6 B 8 C 6 C 6 6.40

(7) 成果指標の数値目標達成の考え方 5 C 3 C 3 C 3 C 3 C 3 3.00

(8) 自主事業の効果的な実施 10 C 6 B 8 B 8 C 6 C 6 6.80

小計 70 48.00

5
(1) 収入支出見積りの妥当性 10 C 6 C 6 C 6 C 6 C 6 6.00

(2) 管理経費（指定管理料） 20 12 12 12 12 12 12.00

小計 30 18.00

6
(1) 市内産業の振興 3 3 3 3 3 3 3.00

(2) 市内業者の育成 3 C 1 C 1 C 1 C 1 C 1 1.00

(3) 市内・地元雇用への配慮 3 1 1 1 1 1 1.00

(4) 障害者雇用の確保 3 1 1 1 1 1 1.00

(5) 施設職員の雇用の安定化への配慮 3 C 1 C 1 C 1 C 1 C 1 1.00

小計 15 7.00

175 112.20

千葉市少年自然の家　指定管理予定候補者選定審査　採点表　【集計結果】

事業者名：千葉ＹＭＣＡ・伊藤忠ＵＣグループ

指定の基準 審査項目 配点

評価

委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ

29

委員Ｅ

市民の平等な利用を
確保するものである
こと。

3 3 4 3 3

施設の管理を安定し
て行う能力を有する
こと。

29 33 30 29

 施設の効用を最大限
発揮するものである
こと。

(17) (18) (20) (17)

6 6 6 6 6

(17)

44 49 52 44 51

7

管理に関する経費

18 18 18 18 18

その他市長が定める
基準

7 7 7 7

114合計 107 116 117 107

別紙１－１ 
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別紙１－２ 
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年度 施設利用者数 利用者からの要望・意見 対応・改善内容 指定管理者による自己評価 市による評価

R2 22,535人 ＜感想＞
・いろいろな方に声をかけていただいたり、具合の悪いこのことも気
 にかけて下さり安心でした。
・コロナ対応を十分行っている、アレルギー対応も丁寧である。
・スタッフに何度も丁寧にご連絡いただき、感謝申し上げます。ほん
 とうにありがとうございます。移動教室が中止となり、かわりに日帰
 りで利用させてもらいましたが、子どもたちも大満足でした！改めて
 素晴らしい施設だなと感じました。

＜改善要望＞
・施設周辺の道順を分かりやすくHPに掲載してほしい。
・ホームページの構成がわかりにくい。
・子どもが緑茶を飲めないので、麦茶にしてほしい。
　（感染症対策のため、通常時はコーヒー・麦茶・ジュースなどを提供
 しているサーバーを休止し、紙パックの提供にしていた時期）
・食堂にティッシュを置いてほしい。

＜要望への対応＞
・施設周辺の案内看板を増設。HPに施設周辺の地図を追加掲載し
 た。また併せてGoogemapへのリンクも作成した。
・トップページのアイコンを整理し、HPをリニューアルした。
・提供する紙パックの飲料を緑茶から麦茶に変更した。
・感染症対策も踏まえ（供用のお手拭きは見送り）、食堂内にボックス
 ティッシュを設置した。

【評価】Ｃ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・「千葉市少年自然の家コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」に基づいて利用の制限・変
 更についてＨＰで適時的確に情報を発信し、自然の家の運営状況の周知に努めた１年であっ
 た。ガイドラインに基づいて指定管理者側のコロナウイルス感染対策（アルコール消毒液の設
 置、消毒範囲及び業務区分表に基づいた所内の定期的な消毒、パーテーションの設置等）を
 行い、利用者に安心して利用できる環境を維持提供できた。また利用者側にお願いする感染
 対策協力もあり、一人の感染者も出さず管理運営を行うことができた。
・新型コロナウイルス感染拡大による２ヶ月の休所及び市内学校及び市外学校の宿泊体験学
 習の中止のため、学校の宿泊利用者はほとんどなかったが、市内外併せて１００校ほどの学
 校が日帰り利用に変更になったため、プログラムの時間や内容を日帰り向けに工夫して提供
 した。子ども向け、家族向け主催事業は参加人数を制限し、コロナウイルス感染対策を十分に
 講じたプログラム、食事、入浴等の提供を工夫することで、計画通り実施することができ参加
 者の満足度も高かった。

【評価】Ｃ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・新型コロナウイルス感染症の影響による休館・市立小学校の利用中止・利用制限等により、
 成果指標数値目標を大きく下回ったものの、通常プログラムに関して感染症対策を念頭に日
 帰り利用のための改良を加える等、年間を通して、利用者ニーズやコロナ禍の社会情勢を踏
 まえた対応を検討し続けており、厳しい現状にありながら指定管理者として努力している。
・早い段階で施設各所に感染症初期対策キットや足踏みペダル式消毒液を設置する等、感染
 症に対し危機感を持った運営をした。
・コロナ禍におけるガイドラインを早期に作成したほか、全職員に対し当初計画外のコロナ対
 策研修を実施したことで、感染症対策に関して施設職員全体として高い意識を共有し、運営
 に臨むことができた。結果として、年間を通して一度も施設利用者から感染者は発生しなかっ
 た。団体等による食事や宿泊を伴うことから、感染症に対するリスク管理が難しい施設であり
 ながら、安定した施設運営を継続できた点を評価したい。

R3 59,775人 ＜感想＞
・コロナや台風で何度も延期になり直前まで多くの変更があったにも
 かかわらず、対応していただき本当にありがとうございました。去年
 宿泊がなかった学年なので、良い思い出になり感謝しています。
・消毒液などいろいろなところに準備してあり、安心して活動できまし
 た。また所員の方が声をかけてくださったり手伝ってくださったおか
 げで、子どもたちは楽しく過ごすことができました。

＜改善要望＞
・シャワーヘッドの劣化が見られるため交換してほしい。
・浴室の床がぬるぬるして滑りやすくなっていた。
・盛り切り弁当について、おかずを増やしてほしい。
 →感染症対策のためバイキングを休止し、弁当の提供を行ってい
    た。
・黙食なので、食堂の音楽を1曲だけではなく入れ替えてほしい。
・温かいお茶が飲みたい。温かいご飯が食べたい。

　＜要望への対応＞
・シャワーヘッドの全点検とメンテナンスを実施した。
・材質上滑りやすい箇所があるため、表面の滑り止め加工を行った。
・秋メニューから夕食の弁当容器を変更し、おかずを増やした。
・BayFMに協力をいただき、夏休み期間は食堂で「スクラジ」を放送し
 た。
・まん延防止等重点措置の終了後、温かいお茶の提供を再開。
 食缶でごはんと汁物を提供し、温かい状態で食べてもらえるよう提
 供方法を改善した。後に、感染症対策を講じた上でバイキングを再
 開した。

【評価】Ｂ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・昨年度に引き続き「千葉市少年自然の家コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」に基づい
 た運営を行った。感染状況の波が大きく変化する中、市と協議しながら適宜、利用の制限・変
 更を行いながらの運営であった。指定管理者側のコロナウイルス感染対策として、アルコール
 消毒液の設置、所内の定期的な消毒作業、パーテーションの設置等を継続して行い、利用者
 に安心して利用できる環境を提供できた。また、感染者の発生（発熱→後日陽性判明）もあっ
 たが、速やかな隔離・退所手続きを行うことでクラスターの発生は無く管理運営を行うことが
 できた。
・コロナウイルス感染状況により、市立学校及び市外学校の利用は、日程・泊数の変更が相次
 いだが、市教育委員会と連携し、できる限り希望に沿うよう調整することができた。
・主催事業は参加人数を制限し、感染対策を講じたプログラム、食事、入浴等の提供を工夫
 し、概ね計画通り実施することができた。また、感染状況・プログラムの内容により、できる
 限り参加人数を増やすことで、利用ニーズに応え、満足度も高かった。

【評価】Ｃ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・令和３年度は、コロナの影響が緩和されたこともあり、成果指標数値目標こそ下回ったもの
 の、学校利用者数は以前の水準まで戻った。また、エブリサンデーイベントなど日帰り利用を
 意識したプログラムや、コロナ禍で普段生活をともにする人との行動が推奨される中で、
 家族を対象にしたプログラムを増やすなど、コロナ禍の情勢に合った対応を継続しており、
 家族や団体の利用も令和２年度より１．７倍ほど増加している。
・手袋を装着することやおかわりの際は新しい食器を使用するなど感染症対策を徹底した上
 で、バイキングを再開し、利用者のニーズに合わせた運営を行った。
・主催事業については、実施数だけではなく、利用率にも目を向けて運営をしていく必要があ
 る。また、周知の手段として、ホームページやSNSの利用については、見やすさや使いやす
 さ、内容の明瞭さや更新頻度について検討をしていく必要がある。
・感染症対策を徹底した上で、千葉大実習生を２０名受け入れることや遊歩道の整備を手伝っ
 ていた地域の人に感謝状を送ることなどを実施し、千葉市や地域の人との協働を深めた。
・ガイドラインに沿って適切な対応をすることができていた。市立学校向け利用説明会のオンデ
 マイド配信を継続することや、市立学校とのプログラム調整を一部オンラインで実施するなど、
 感染症に配慮した安全な運営を行った。

R4 78,058人 ＜感想＞
・機械の故障があったときに、すぐに対応してくださり感謝しておりま
 す。お陰様で、子どもたちが頑張って練習してきた内容をすべて発
 揮することができました。
・いつも気持ちよく利用させていただきありがとうございます。又、児
 童にとって、いつも思い出に残る宿泊学習となっております。スタッ
 フの皆様もいつも温かくしてくださり、とてもうれしいです。
　
＜改善要望＞
・ログハウス（ミズキ1）の外側に蜂が巣を作っていた。
・キャンプセンターに時計を設置してほしい
・仕事中や電車内で電話に出られないこともあるので、メールで
 用件をもらえると記録も残るので助かる。
・食堂のサーバーでオレンジジュース以外のジュースが飲みたい。
・食事が皿に盛り切れないので、デザート用の皿があると良い。

＜要望への対応＞
・所員が巣の撤去を行った。
・必要性を検討し、キャンプセンターに新たに時計を設置した。
・申請時にメールでの連絡を希望する旨を記載いただくことで、メー
 ルでの連絡調整を行うよう運用を改善した。
・リンゴジュースの提供を開始した。
 （感染症対策で徐々にサーバーの飲み物の種類を拡充していた）
・これまで提供していた皿に加え、おかわり用の皿を新たに提供する
 よう運用を改善した。

【評価】B
市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。

【所見】
・引き続き「千葉市少年自然の家コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」に基づいた運営
 を行った。感染状況の変化に合わせ、市と協議しながら、適宜ガイドラインの変更を行い
 制限と緩和を調整しながら、安心して利用できる環境を提供できた。また、感染者の発生も
 あったが、速やかな隔離・退所手続きを行い、混乱なく管理運営を行うことができた。
・HPをリニューアルし、スマホにも対応した形式としたことで、利便性が向上した。また、主催
 事業を中心にフォーム入力を活用し、利用者の書類提出の負担を減らすことができた。また、
 LINE公式アカウントを開設し、PUSH型の情報提供を開始した。
・主催事業は、コロナ禍であることや昨今のニーズに合わせ、日帰りやキャンプサイトを活用し
 た事業等を大幅に増やした。また、制限下でも感染対策を講じ、できる限り受け入れ数を増
 やして対応した。テーマによっては、参加者数が振るわなかった事業もあったが、新たな利
 用者・利用方法の拡大ができた。
・落雷による被害が発生したが、HPや説明会で丁寧に状況を伝え、利用者が事前に備えるこ
 とのできるよう働きかけた。また、市と連携してプレイホールへスポットクーラーを導入する等、
 利用者の活動にできる限り支障の無いよう努めた。

【評価】B
市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。

【所見】
・主催事業とプログラムの開発・改良は、計画を上回る実施数を確保した。
・要介助者等の介助スタッフの減免対応や、外国語に堪能なスタッフを配置し、外国籍利用者
 への対応を行っているなど、利用者の状況に合わせた適切な対応を行っている。また、HPの
 リニューアルや一部電子フォーム入力を活用するなど、利用しやすくなるよう受付体制を整え
 た。
・感染症対応をはじめ、落雷被害への緊急対応や、ナラ枯れや野生動物に対する対策など、
 利用者に影響が出ないよう安全に配慮した運営を行った。
・利用者数の増はこれからだが、ニーズに合わせた事業展開（キャンプサイト活用事業の対象
 者拡大）や広報（LINEアカウント開設）など、課題となっている高校生以上の利用促進に努め
 た。
・市内・地元雇用に配慮されている。

R5 86,718人 ＜感想＞
・施設が何年経ってもきれいなままで素晴らしいと思う。
・安い値段でバランスの取れた食事を用意してもらってとても満足し
 ている。

＜改善要望＞
・ザリガニ釣りの竿について、もう少し短い竿もほしい。
・ドアノブを壊してしまった。指導が行き届かなくて申し訳ない。
・クラフト室の工具の手入れを強化してほしい。
・食堂バルコニーでコーヒーを飲みたかったが、バルコニーに出られ
 なかった。（コーヒーはサーバーで提供しているもの）
・食事の内容が、より子ども寄りのメニューだとありがたい。

＜要望への対応＞
・数種類の長さの竿を準備した。
・修繕対応した。
・クラフト室工具類のメンテナンスを行った。
・食堂事業者と調整し、バルコニーの使用を再開した。
・献立立案の検討とした。

【評価】Ｃ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・コロナが5類に移行したことから、通常運営を開始した。一部利用者に関して感染者が発生し
 たケースもあったが、前年度までの対応マニュアルを踏まえた円滑な対応を行うことができ
 た。コロナ禍の運用の中で、通常運営より利用者の利便性・安全性を向上させる取り組みが
 あったため、通常時の運用を改定することとした。
・主催事業の申し込みに関してフォーム入力を推進し、子どもキャンプの個人調査票をスマホ
 で入力を完結できるよう改善するなど、ＩＴ化を推進した。
・主催事業に関して、過年度の参加実績や参加者アンケートの結果を踏まえた実施回数や内
 容にリニューアルすることとした。また、参加者数自体は伸び悩んだが、「防災キャンプ」など、
 社会課題に取り組む事業を開催した。
・落雷により設備の一部に不具合が生じたが、ホームページや説明会で利用者に対して状況
 を細やかに発信し、利用者への影響を最小限に抑えた。また、活動プログラムの事前調整や
 利用当日の天候等の状況に合わせた柔軟な対応に努めた。
・所内で目撃されたイノシシについて、調査及び一時対処（侵入場所の閉鎖）を迅速に行った。
 また、利用者への注意喚起と安全対策（鈴の貸し出し）を強化するとともに、生息調査の結果
 を踏まえ、猟友会を通じて箱罠を設置した。

【評価】Ｃ
概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。

【所見】
・例年実施していた「プレパの日」について、その他の主催事業参加者やキャンプサイト利用者
 に対して新たにプログラム提供する働きかけを行ったことで、昨年までの利用者数111名を大
 きく上回る2,262人の利用者数を獲得した。
・様々な媒体での広報に加え、新規プログラムの開発や閑散期における高校生以上の利用料
 金の半額キャンペーン（おとなじかん）等、様々な方策を実施したことで、コロナ禍で伸び悩ん
 でいた利用者数が成果指標の目標数値近くまで改善した。
・落雷やイノシシといった諸問題に対して、利用者への呼びかけ、注意喚起を十分に行い、
 利用者に影響が出ないよう安全に配慮した運営を行った。
・大人の利用促進のため、キャンプサイトのみ飲酒を可能とする取り組みを行った。厳寒期の
 取り組みであったため利用者数は伸び悩んだが、今後も周知を継続し、利用促進に努めてい
 ただきたい。
・利用者に対して主催事業を数多く展開した。今後はより的確に参加者のニーズを把握し、
 内容の精選等を行うことでより良い主催事業の運営に努めていただきたい。

千葉市少年自然の家の管理実績（令和2年度～令和5年度）
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千葉市少年自然の家の概要 
 

１ 施設の概要 

【名  称】 千葉市少年自然の家 

【設置根拠】 千葉市少年自然の家設置管理条例（平成１６年千葉市条例第４２号） 

【設置目的】 自然環境における集団生活及び体験活動を通じて、少年の健全な育成

を図るとともに、市民に自然の中での学習及び相互交流の場を提供す

ること 

【所在地等】 千葉県長生郡長柄町針ケ谷字中野１５９１－４０ 

敷地面積：１４８，５４２㎡ 延床面積：１４，６７１㎡ 

【全 体 図】 別紙のとおり 

【供用開始】 平成１７年４月１日 

 

２ 事業内容 

（１）宿泊を伴う集団生活に関すること。 

（２）自然観察その他の自然に親しむ活動に関すること。 

（３）環境に関する学習に関すること。 

（４）野外活動、体育及びレクリエーション活動に関すること。 

（５）その他少年自然の家の設置の目的を達成するために必要な事業 

 

３ 利用条件等 

【対 象 者】 

（１）義務教育諸学校 

（２）中学生以下の者及びその引率者の団体又は中学生以下の者を含む家族 

（３）高校生以上の者で構成される団体 

（４）その他市長が適当と認めたもの 

【入退所時間】 原則として午前９時～午後４時 

【休 所 日】 原則として年末年始 

【利 用 料 金】  

（１）中学生以下の者を含む団体又は家族が宿泊で使用する場合（中学生以下の者の

健全な育成を図ることを主たる目的として宿泊で使用する場合に限る。） 

区分 金額（１人１泊につき） 

市内在住の中学生以下の者 ３００円 

市内在住の高校生以上の者 ８３０円 

市外在住の中学生以下の者 ６００円 

市外在住の高校生以上の者 １，６７０円 

（２）（１）に掲げる場合以外に宿泊で使用する場合 

区分 金額（１人１泊につき） 

市内在住の中学生以下の者 ３００円 

市内在住の高校生以上の者 ２，４４０円 

市外在住の中学生以下の者 ６００円 

市外在住の高校生以上の者 ４，８８０円 

別紙３ 
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（３）中学生以下の者を含む団体又は家族が日帰りで使用する場合（中学生以下の者

の健全な育成を図ることを主たる目的として日帰りで使用する場合に限る。） 

区分 金額（１人１日につき） 

市内在住の中学生以下の者 １００円 

市内在住の高校生以上の者 ２７０円 

市外在住の中学生以下の者 ２００円 

市外在住の高校生以上の者 ５５０円 

（４）（３）に掲げる場合以外に日帰りで使用する場合 

区分 金額（１人１日につき） 

市内在住の中学生以下の者 １００円 

市内在住の高校生以上の者 ７９０円 

市外在住の中学生以下の者 ２００円 

市外在住の高校生以上の者 １，５８０円 

備考 （１）及び（３）の場合において、市内在住の中学生以下の者を引率する市外

在住の高校生以上の者は、市内在住の高校生以上の者とみなす。 

 

４ 利用者数の推移 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 累計 

２２，５３５人  ５９，７７５人  ７８，０５８人  ８６，７１８人  ２４７，０８６人 

 

５ 現在の指定管理者 

【名称】  千葉 YMCA・伊藤忠 UC グループ 

【所在地】 千葉市中央区富士見二丁目５番１５号 

【代表者】 代表理事 山添 仰 
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千葉市少年自然の家 全体図 

 

 

 

 


